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支部長北川憲一

京
都

市
立
松

ヶ
崎

小
学

校

校

長
池

田

利

勝

学
校
で
の
取
組

少
年
補
荘
の
愛
称
で
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
団
体
の
―
つ
で
あ
る
、
少

年
補
荘
委
員
会
っ
て
ど
ん
な
組
織
か
ご

存
知
で
す
か
。

京
都
市
少
年
補
導
委
貝
会
は
、
昭
和

二
十
八
年
五
月
に
発
足
し
、
現
在
、
少

年
サ
ポ
ー
ト
七
ン
タ
ー
に
事
務
局
を
置

い
て
い
ま
す
。
組
織
は
、
会
長
千
宗
室

の
も
と
に
、
京
都
市
内
各
晋
察
署
単
位

の
十
四
単
位
少
年
補
導
委
貝
会
（
各
小

学

校

区

二
百

二

十

九

支

部

）

と

約

一
万
三
千
名
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

少
年
非
行
防
止
活
動
、
少
年
に
よ
る
社

会
参
加
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
•
生
産
体

験
等
の
健
全
育
成
活
動
、
有
害
ピ
ラ
除

去
等
の
有
害
環
境
浄
化
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

松
ヶ
崎
少
年
補
導
委
員
会
も
昭
和

二
十
八
年
度
よ
り
活
動
を
し
て
く
だ

さ

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
先
日
、

七
月
十
九
日
に
「
飯
盆
炊
さ
ん
と
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
の
会
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
カ
レ
ー
作
り
と
飯
盆
で
ご
飯
を

炊
く
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
カ
レ
ー
を
い
た
だ
い
た

後
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

松
ヶ
崎
小
学
校
の
五
・
六
年
生
が
少
年

補
群
委
員
会
の
依
頼
を
受
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
、
非
行
防
止
標
語
の
選
考
会

も
こ
の
日
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十

一
月

三

日

に

は

、

恒

例

の

「
第

二
十
九
回
少
年
補
導
子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ

パ
ル
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

美
味
し
い
お
う
ど
ん
や
た
こ
せ
ん
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
子
ど
も
た
ち
の

喜
ぶ
楽
し
い
催
し
で
す
。
毎
年
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
十
一

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
、
京
都
工
芸

繊
維
大
学
の
学
園
祭
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も

し
て
い
た
だ
い
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
毎
月
第
四
金
曜
日
に
「
故
紙
回

収
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
収
益

金
は
、
子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に

還
元
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
地

域
・
保
護
者
の
皆
様
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
常
時
活
動
と

し
て
毎
週
水
曜
日
に
校
区
の
交
差
点
で

見
守
り
活
動
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
松
ヶ
崎
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
憶
全
育
成
の
た
め
に

ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
松
ヶ
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
様
子
と
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
現
在
児
童

の
在
籍
数
は
、
三
百
二
名
で
す
。
育
成

学
級
を
含
め
十
四
学
級
の
ク
ラ
ス
数
で

す
。
と
て
も
素
直
で
明
る
く
、
や
さ
し

い
子
ど
も
た
ち
で
す
。
毎
月
の
朝
会
で

全
校
児
童
が
集
ま
っ
た
時
に
も
、
素
早

く
整
列
し
て
、
教
載
貝
が
前
に
立
つ
と

す
ぐ
に
静
か
に
な
り
ま
す
。
一

度
朝
会

の
様
子
な
ど
も
見
に
来
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
四
月
か
ら
学
校

で
は
、
三
つ
の
「
あ
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
「
あ
い
さ
つ
」
・
「
あ
ん
ぜ

ん
」
・
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
弱
い
と
よ
く
開
き
ま
す
。
「
あ
い

さ
つ
は
」
人
と
人
を
仲
良
く
さ
せ
る
最

初
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ま

ず
あ
い
さ
つ
を
し
つ
か
り
で
き
る
子
ど

も
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
の
社
会
は
、
い
つ
何
時
、
何

が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

身
は
、
自
分
で
守
る
こ
と
の
で
き
る
子

ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
交
通
安

全
、
防
犯
、
自
然
災
害
、
ど
ん
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
も
基
本
を
守
っ
て
自
分
自

身
の
「
あ
ん
ぜ
ん
」
を
守
れ
る
よ
う
に

学
校
で
も
指
導
し
て
い
ま
す
。
世
界
で

は
、
戦
争
、
貧
困
な
ど
に
よ
り
学
校
に

登
校
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
今
自
分
た
ち
は
、
松
ヶ
崎

小
学
校
で
毎
日
平
和
に
程
ら
し
遊
び
、

学
習
で
き
る
こ
と
を
お
家
の
人
や
見

守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
な

ど
に
感
謝
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は

学
校
の
行
事
・
地
域
の
行
事
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
に
必
ず
、
「
今
日
こ
の

行
事
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
主
催
し
て

◎
 

（少年補導委貝会のロゴマークです。

ロゴマークのいわれを調べてみました

が、今から六十年前のことなので確か

なことがわからないとのことでした。》

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
送
り
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
家
の
方
、
ま
た
松
ヶ
崎
小
学

校
区
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
「
あ
り
が
と

う
」
の
気
持
ち
を
も
ち
続
け
る
心
を
育

ん
で
い
た
い
で
す
。

•\_ 

正田町 S.S. さん

さ しのべる 手のぬく もりを どの子にも



第59号 松 ヶ 崎少年補導 だ より 平成26年9月30日 (2) 

松
ヶ
崎
小
学
校
の
み
な
さ
ま
、
保
護

者
な
ら
び
に
学
区
に
お
住
い
の
皆
々
様
、

こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
当
委
貝
会
に
つ
き
ま
し
て
簡

単
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

松
ヶ
崎
防
犯
推
進
委
貝
会
は
、
正
式

名
称
を
下
鴨
防
犯
推
進
委
貝
協
譲
会
北

山
支
部

（松
ヶ
崎
学
区
）
と
申
し
ま
し

て
、
下
鴨
苔
察
署
よ
り
委
嘱
を
受
け
た

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
、
北
山
交
番
と

の
交
番
連
絡
協
議
会
委
員
の
委
嘱
も
合

せ
て
受
け
て
お
り
ま
す
。
委
員
は
十
―
―
―

名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、
北
山

交
番
と
連
係
し
た
年
数
回
の
意
見
交
換

会
並
び
に
防
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
、
自
転
車

通
行
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
啓
発
活

動
、
裔
齢
者
の
狙
わ
れ
や
す
い
詐
欺
行

為
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
、
通
学
路

に
お
け
る
子
供
安
全
見
守
り
活
動
、

等
々
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
で
、
子
供
の
見
守
り
活

動
に
つ
い
て
感
じ
ま
す
事
は
、
当
学
区

内
全
域
で
子
供
達
を
見
守
る
眼
が
育
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
で
す
。

重
点
見
守
り
日
と
な
っ
て
い
る
水
曜

日
だ
け
で
な
く
、
毎
日
自
宅
近
く
の
通

学
路
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
、

曜
日
を
問
わ
ず
出
来
る
時
に
出
来
る
範

囲
で
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
、
ま
た
骰
歩
ゃ
買
物
等
の
道
す
が
ら

子供達に目を向けていただいてい

る方、等々、地域全体の目が子供

達に向けられてきているように見

受けられます。事件事故から身を

守るのはご本人自身かも知れませ

んが、周囲の大人の目が常に子供

達に向けられている環境は、防犯

上非常に強力な犯罪抑止力となっ

ていると思われ、強いては嵩齢者

への事件事故防止にも関わってく

る事と思われ、とても大切な事と

考えられます。

今後共、機会有る毎に目線の片

すみに子供達を入れておいていた

だきたいとお願い致します。

また見守り活動をしている中で

少々気に掛る点もあります。それ

は交差点での大人の信号無視です。

子供達は歩道の育信号が点滅した

時点で必ず止まります。子供達の

待っている横を赤信号にもかかわ

らず、一部の大人が渡って行きま

す。子供達がどの様に感じて見て

いるかと想うと心配です。せめて

子供達の居る前だけでも止めてい

ただきたいと願います。

それからもう一件、最近テレピ、

新聞等で盛んに取り上げられてい

る自転車のマナーについて気に掛

る点を申し上げます。先ず自転車

も自動車と同じ車輌であるという

眉
推
進
委
員
ムぢ

よ
会り
長

岩

崎

達

夫

P
T
A
会
長
賞

や
め
よ
う
よ

自
分
が
言
わ
れ
て
き
ず
つ
く
序

五
I

一

山

本

健

人

小
学
校
長
賞

そ
の
思
い

は
な
せ
ば
き
っ
と
ら
く
に
な
る

五
I

一

岸

結

香

支
部
長
賞

楽
し
し
の
？

い
じ
め
る
こ
と
が
楽
し
い
の
？

五
I

二

井

上

怜

哉

平
成
二
十
六
年
度

非
行
防
止
標
語
優
秀
作
品 乎

事
‘
違
反
行
為
に
は
罰
金
も
課
せ
ら
れ

る
と
い
う
事
で
す
。
主
な
違
反
行
為
は
、

車
道
で
の
右
側
（
対
面
）
通
行
、
傘
差

し
運
転
、
夜
間
の
無
灯
火
、
二
人
乗
り
、

等
々
で
す
°
勿
論
飲
酒
運
転
も
重
大
な

違
反
で
す
。
事
故
を
起
せ
ば
自
動
車
な

み
の
、
数
百
万
円
、
そ
れ
以
上
も
の
賠

償
命
令
の
判
例
も
出
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
自
分
の
中
の
ル
ー
ル
と

刻
一
刻
と
変
っ
て
行
く
社
会
の
ル
ー
ル

と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
ご
一
考
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
、
安
全
•
安
心
で
住
み
や
す

い
松
ヶ
崎
学
区
と
な
り
ま
す
よ
う
、
委

員
一
同
よ
り
一
層
努
力
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
々
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

目
を
閉
じ
て

考
え
て
み
よ
う
そ
の
行
動

六

ー

ニ

松

本

尚

大

友
達
は
こ
の
世
で
一
番
大
切
だ

五
I

溢

田

束

陽

元

気

よ

く

両

親

に

「
お
は
よ
う
」

一
こ

え

街

笑

う

相

談
し
よ
う

い

や

な
こ
と

六
I

ー

室

田

華

乃

杏

五

I

ー

大

嶽

朋

哉

佳
作あ
の
笑
顔

そ
の
心
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

六

ー

一

安

井

菜

桜

あ
り
が
と
う

そ
う
言
う
君
は
耀
く
ね

六

ー

ニ

今

西

菜

美
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役
員
様
か
ら
、
原
稿
の
依
頼
が
有

り
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
私
は
四
月
か
ら
七
月
末
ま
で

入
院
を
し
、
腹
膜
透
析
に
依
り
一
命

を
取
り
止
め
ま
し
た
。
今
は
殆
ど
寝

た
き
り
状
態
で
す
。
そ
の
中
で
ふ
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集
中
索

雨
に
よ
り
各
地
で
JI
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
が
統
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
異

常
気
象
の
影
響
か
七
ミ
の
嗚
＜
顛
番

が
私
の
子
供
の
頃
と
少
し
様
子
が
違

い
ま
す
。
ミ
ー
ミ
ー
ゼ
ミ
、
ア
プ
ラ

ゼ
ミ
、
ク
マ
ゼ
ミ
、
ツ
ク
ッ
ク
ホ
ウ

シ
の
顛
番
に
鳴
き
声
を
開
い
て
い
た

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
飛
近
は
ミ
ー

ミ
ー
ゼ
ミ
、
ア
プ
ラ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声

を
間
か
な
く
な
り
、
ク
マ
ゼ
ミ
が
全

勢
を
ふ
る
っ
て
い
る
の
か
、
あ
ち
こ

ち
で
ク
マ
ゼ
ミ
が
響
い
て
お
り
ま
す
。

私
の
子
供
の
頃
は
夏
休
み
の
七
ミ
捕

り
と
い
え
ば
殆
ど
ア
プ
ラ
ゼ
ミ
で
し

た
。
ク
マ
ゼ
ミ
は
殆
ど
捕
れ
な
く
て
、

―― --_ _,. ... 二,.-.. _ 
9「;~ し・

松
ヶ
峙
社
会
福
祉
協
隈
会
顧
問

西

野

信

雄

「
あ
れ
っ
！
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
」

ク
マ
ゼ
ミ
を
捕
っ
た
時
は
自
役
出
来

た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
は

ク
マ
ゼ
ミ
は
簡
単
に
捕
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
体
全
体
地
面

の
奥
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

本
当
に
不
思
談
な
現
状

で

す

そ

れ

と
、
七
ミ
捕
り
を
楽
し
む
子
供
が
あ

ま
り
見
か
け
ら
れ
な
い
そ
う
で
、
そ

ん
な
事
を
家
の
中
で
考
え
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
夏
が
こ
の
様
な
状

況
な
の
で
秋
の
台
風
｀
冬
に
つ
い
て

も
心
配
で
す
。
ど
う
か
皆
様
他
康
に

は
呉
々
も
ご
注
意
下
さ
い
。
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第59号 松ヶ崎少年補導だより 平成26年9月30日 (4) 
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3
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ー

前
号
に
引
統
き
、
当
支
部
の
そ

の
後
の
活
動
状
況
に
つ
き
、
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

四
月
四
日
松
ヶ
崎
少
年
補

荘
だ
よ
り
第
五
十
八
号
を
発

刊
し
、

三

0
0
0部
を
印
刷
、

市
政
協
力
委
貝
さ
ん
、
隣
組

長
さ
ん
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

全
世
帯
、
関
係
機
関
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
日
支
部
三
役
会

平
成
二
十
六
年
度
当
支
部
の

総
会
の
誤
案
、
実
施
日
時
、

年
間
行
事
等
に
つ
い
て
協
議

い
た
し
ま
し
た
。

五
月
八
日
支
部
定
期
総
会

平
成
二
十
五
年
度
決
坑
｀
監

査
報
告
、
事
業
報
告
、
平
成

二
十
六
年
度
予
打
案
、
事
業

計
画
案
に
つ
い
て
審
譲
し
、

満
場
一
致
に
て
決
定
。

六
月
二
十
三

R

支
部
役
且

会少
年
を
明
る
＜
育
て
る
京
都

大
会
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
松
ヶ
崎
集
会
、
飯
ご
う

炊
さ
ん
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。

七
月
六

B

第
三
十
六
回
少

年
を
明
る
＜
育
て
る
京
都
大

会本
年
度
の
大
会
も
島
津
ア

リ
ー
ナ
京
都

（
府
立
体
育

館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関

係
各
位
の
講
話
の
後
、
元
気

な
子
供
た
ち
の
演
奏
、
演
舞

を
観
賞
し
ま
し
た
。

七
月
十
二
日

第

六

十

四

回

支

部

活

動

状

況

報

告

10 

，
 

8
 

-I
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

松
ヶ
崎
集
会

保
護
司
会
な
ど
関
係
各
団

体
と
共
催
°

ェ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
澤
田
香
余
氏
の

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好

印
象
ー
素
敵
な
笑
顔
の
統

け
方
レ

ッ
ス
ン

1
」
と
題

し
た
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

•J
o t
 

七
月
十
九
日
飯
ご
う
炊

さ
ん
と
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
の

会み
ん
な
で
協
力
し
て
飯
ご

う
で
ご
飯
を
炊
き
、
カ

レ
ー
を
食
ぺ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

七
月
十
九
日
い
じ
め
、

非
行
防
止
標
語
選
考
会

松
ヶ
崎
小
学
校
の
先
生
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
五
年

生
、
六
年
生
の
生
徒
か
ら

応
葬
の
あ
っ
た
標
語
の
中

か
ら
、
侵
秀
作
品
九
作
品

を
選
び
ま
し
た
。

七
月
二
十

六

日

松

ヶ

崎

自
治
連
合
会
主
他
の
「
夏

ま
つ
り
」

模
擬
店
の
お
手
伝
い
な
ど
、

協
賛
参
加
し
ま
し
た
。

九
月
七
日
少
年
補
導
委

貝
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

一

ー
•
-9 
t
 

~} 

憲

右
京
区
役
所
で
行
わ
れ
「
少

年
補
荘
活
動
に
お
け
る
子
ど

も
と
の
接
し
方
」
と
題
し
て
、

N
P
o
チ
ッ
チ
理
平
長
山
口

育
子
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

11

九
月
十
四
日
松
ヶ
崎

児
童
館
親
子
ま
つ
り
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

九
月
十
七
日
松
ヶ
崎

少
年
補
導
だ
よ
り
第

五
十
九
号
編
集
会
譲

原
稿
の
作
成
、
寄
税
原

租
の
点
検
、
紙
面
の
構

成
、
配
性
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

九
月
二
十

九

日

松

ヶ

崎
少
年
補
必
だ
よ
り
第

五
十
九
号
編
集
委
只
会

文
字
の
校
正
や
誌
面
の

レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
き
、

手
直
し
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
汗
色
回
転
灯
装

箔
車
に
よ
る
バ
ト
ロ
ー
ル
を

随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

古
紙
回
収
を
毎
月

第
四
金
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
竹
様
の
ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

以
上
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
支
部
長

13 12 

下鴨少年補導委員会松ヶ崎支部組織表（平成26年・ 27年） 順不同 敬祢略

庶務郭 O古谷佐代子 大谷泰子 吉田 法子

会計郎 O宕縞干" 大谷 泰子

襦導聾 O庄町尚文 田中格夫

企画部 O西駆願夫 河村 恵子
相駁役 古村 震治

広報邸 O関口多恵子 萬田三渾子 小山稟子 佐千賀

会計監董 0山田 II久 宕鯛 ． 
字 校 田

II隠

池

jtl
広

□
界 賽 町 O刀襴 罰子 安襲百合子 西閏襲夫

堀 町 O田中 格夫 国松聖子

嗣支邸畏

副支邸畏

嗣支部長

榎本レイ子

周栄妙子

蒔田桂三

中 町 O小山 稟子 山田 博久 河村 恵子 岩蝸

．
 

西 町 O岩鱗千＂ 北川--属田三渾子小遍忠一 悶 治
子
震

甕 今西鱈介

西 墨 O古谷佐代子 佐麗千賃 井上願子 河村美由紀

中 墨 O中角朋子 坂井節子 属●翼・子 鑽本レイ子

少年補導委員の任期が2年となっており、

この4月9日を以て委員ならびに役員が改

選され、新しい組纏図は次の通りです。

南 躙 O関口多恵子 周栄妙子 吉田法子
庄司轟文

福井喜子
IIJ田加代賛

正田町 O蒔田 桂三 土井票裕

小竹llilBJ 0井上規子 鈴木かおる




